
https://ja-minamisatsuma.or.jp/

あなたと JAを結ぶ 情報誌広報

南 さつ ま No.295

2022
October.

10
令和４年９月20日発行

 全国茶品評会で農林水産大臣賞に輝いた㈱枦川製茶 
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㈱
枦は

し

川か
わ

製せ
い

茶ち
ゃ

南
九
州
市
知
覧
町

　

　
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
に
京
都
府
宇
治
市
で
第
七
十
六

回
全
国
茶
品
評
会
審
査
会
が
開
か
れ
、
普
通
煎
茶
十
㌔
の
部
で
、

最
高
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
知
覧
銘
茶
研
究
会
・
㈱
枦
川
製
茶

が
輝
き
ま
し
た
。
枦
川
製
茶
は
、
二
年
ぶ
り
六
回
目
の
受
賞
と
な

り
、
外
観
・
水
色
・
香
気
・
滋
味
の
各
項
目
で
満
点
を
獲
得
し
ま

し
た
。
今
回
は
、
代
表
の
枦
川
克
可
さ
ん
（
写
真
左
端
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

広報 2022

10
October
No.295

南さつま

　

22022  October　南さつま

第
七
十
六
回
全
国
茶
品
評
会

�

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

知
覧
茶
の
銘
柄
確
立
・
高
品
質
生
産
に
向
け
て

�

家
族
・
仲
間
と
取
り
組
む
銘
茶
づ
く
り



■
後
岳
で
長
年
続
く
茶
づ
く
り

　
枦
川
製
茶
は
、
茶
産
地
で
あ
る
知
覧
町
北
部
の
後
岳
地
区
で
八
・

〇
㌶
の
茶
園
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
寒
暖
差
が
大
き
い
気
候
を
利

用
し
て
、
長
年
高
品
質
な
茶
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
き
、
大
変
驚
き
ま
し
た
が
、
徐
々

に
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て
き
て
、
家
族
と
も
喜
び
を
分
か
ち
合
い

ま
し
た
。
知
り
合
い
や
茶
業
関
係
者
か
ら
多
く
の
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

　■
知
覧
銘
茶
研
究
会
の
存
在

　
二
〇
一
七
年
か
ら
知
覧
銘
茶
研
究
会
の
会
長
を
務
め
て
い
ま

す
。
発
足
五
十
年
の
歴
史
を
持
つ
研
究
会
は
、
会
員
や
行
政
、
Ｊ

Ａ
な
ど
関
係
機
関
と
と
も
に
、
高
品
質
の
茶
生
産
と
知
覧
茶
の
銘

柄
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
は
川
辺
、
頴
娃
の
生
産
者

を
含
め
た
三
十
二
人
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
現
地
検
討
会
で
は
、
会
員
の
茶
園
を
巡
回
し
、
生
育
状
況
や
摘

採
時
期
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
す
。
ま
た
、
出
品
茶
を

評
価
す
る
予
備
審
査
で
は
、
外
部
か
ら
審
査
員
を
呼
ん
で
品
評
会

と
ほ
ぼ
同
じ
基
準
で
審
査
を
行
い
、
会
員
は
出
品
茶
の
仕
上
が
り

を
確
認
し
て
さ
ら
な
る
高
品
質
生
産
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
こ
こ
数
年
は
活

動
の
自
粛
や
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
じ
目
標
を

目
指
す
仲
間
同
士
が
切
磋
琢
磨
し
合
え
る
、
出
品
茶
の
品
質
向
上

に
は
欠
か
せ
な
い
組
織
だ
と
思
い
ま
す
。

　■
銘
柄
確
立
・
消
費
拡
大
に
繋
が
れ
ば

　
今
回
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
知
覧
茶
や
私
た
ち
が
作
る
お
茶

を
飲
ん
で
も
ら
い
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
知
覧
茶
の
魅
力
が
伝

わ
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
引
き
続
き
高
品
質
生
産
に
励
み
、
リ
ー
フ

茶
の
消
費
拡
大
と
知
覧
茶
の
銘
柄
確
立
に
繋
げ
て
い
き
た
い
で
す
。
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南さつまTOPICS

も
長
年
活
動
に
協
力
し
て
く
れ
る
両
施

設
の
役
に
立
ち
た
い
と
考
え
、
感
染
症

予
防
に
役
立
つ
も
の
を
贈
ろ
う
と
準
備

し
ま
し
た
。

　
上
東
会
長
は
「
今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ

終
息
と
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う
な
活
動

再
開
を
望
ん
で
い
た
が
、
実
現
で
き
ず

大
変
残
念
。
早
く
入
所
者
の
皆
さ
ん
と

顔
を
合
わ
せ
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
は
ま
ゆ
う
の
片
平
茂
孝
園
長
は
「
毎

年
「
に
じ
」
の
会
の
皆
さ
ん
の
心
遣
い

が
非
常
に
あ
り
が
た
い
。
活
動
再
開
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
。
と
も
に
感
染
拡

大
に
気
を
つ
け
よ
う
」
と
言
葉
を
掛
け

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
助
け
あ
い
組
織
「
に

じ
」
の
会
は
八
月
五
日
、
日
頃
の
組
織

活
動
に
協
力
を
も
ら
う
南
さ
つ
ま
市
の

二
施
設
に
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

　
同
会
の
上
東
篤
子
会
長
と
米
山
す
み

子
副
会
長
が
施
設
を
訪
問
し
、
南
さ
つ

ま
市
の
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
は
ま
ゆ
う
」

（
社
会
福
祉
法
人
大
笠
会
）
に
、
マ
ス

ク
と
使
い
捨
て
ゴ
ム
手
袋
各
一
〇
〇
〇

枚
、
就
労
支
援
事
務
所
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
「
い
に
し
え
の
杜
」
に
は
手
指
用

の
消
毒
液
を
贈
り
ま
し
た
。

　
「
に
じ
」
の
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
、
一
部

の
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

二
つ
の
施
設
に
マ
ス
ク
な
ど
寄
贈

助
け
あ
い
組
織
「
に
じ
」
の
会

　

枕
崎
市
茶
業
協
議
会
は
八
月
五
日
、

Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
枕
崎
支
所
で
夏
季
茶
業

講
座
を
開
催
し
、
生
産
者
、
行
政
、
Ｊ

Ａ
関
係
者
約
三
十
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
で
は
、
二
〇
二
二
年
産
の
茶
生

産
・
販
売
実
績
を
振
り
返
り
、
今
後
の

茶
園
管
理
の
留
意
点
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。
今
年
産
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
良

質
な
茶
が
上
場
さ
れ
、
一
部
の
品
種
で

は
、
前
年
に
比
べ
高
い
価
格
で
取
引
さ

れ
ま
し
た
。
中
原
重
信
会
長
は
「
今
回

得
ら
れ
た
情
報
を
生
か
し
て
、
今
後
の

栽
培
管
理
に
活
か
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

茶業情勢について説明を聞く生産者ら

　
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
は
、
知
覧
茶

の
魅
力
を
広
め
て
も
ら
う
「
知
覧
茶
ア

ン
バ
サ
ダ
ー
」
を
養
成
す
る
オ
ン
ラ
イ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
七
日
に
Ｊ
Ａ
南
さ
つ
ま
知

覧
茶
業
セ
ン
タ
ー
で
、
第
一
回
目
の
講

座
を
開
き
、
全
国
か
ら
約
五
十
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
が
講
師
を
務

め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
茶
製
造
の
工
程

や
市
の
茶
業
、
知
覧
茶
の
歴
史
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
講

者
は
事
前
に
届
い
た
茶
葉
や
急
須
な
ど

を
使
っ
て
、
美
味
し
い
茶
の
入
れ
方
を

学
び
ま
し
た
。

「
知
覧
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」オ
ン
ラ
イ
ン
で
養
成

南
九
州
市
茶
業
振
興
会

今
後
の
茶
園
管
理
を
確
認

枕
崎
夏
季
茶
業
講
座

「いにしえの杜」の利用者に消毒液を手渡しました

はまゆうを訪れマスクと手袋を贈りました

美味しい入れ方を配信するＪＡ職員ら
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ち
ゃ
ぐ
り
ん
通
信

ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
レ
ン
ド
ク
ラ
ブ
事
務
局

第2号

■育てよう明日を通信

このコーナーは、
JA県中央会・各連合会
の情報をお伝えする
コーナーです。

鹿児島厚生連病院

ＪＡ 県経済連

ＪＡ 県信連

食農教育補助教材本の贈呈
　JA県信連は、県教育委員会や県内小学校等に、食農教育補助教材本の贈
呈を行っています。「食農教育応援事業」の一環で、毎年行っているもので、
今年度は県内の小学校497校に約2万冊を贈呈しました。
　教材本には、農業とわたしたちの暮らしがどのように関わりがあるのか、
今後の農業はどのように変化していくのかについて記載されています。
　県内の小学生に「食と農」や「農業と自然」について学びを深めてもらえる
よう、今後もこの活動を続けていく予定です。

堆肥を活用した低コスト肥料新発売
　JA県経済連は、令和３年から「耕畜連携プロジェクト」を立ち
上げ、耕種部門と畜産部門の連携した取り組みを進めてきまし
た。その取り組みの一つとして、地域資源である畜産堆肥を活
用した低コスト肥料の開発を行ってきました。
　国際情勢の変化を受け、肥料原料価格が高騰していることか
ら開発を急ぎ、令和４年７月から堆肥入りの低コスト肥料とし
て製造・供給を開始しました。
　現在は、お茶及び園芸作物用の３商品ですが、今後も堆肥入
り低コスト肥料の対象品目を拡大させる予定で、農家の生産コ
スト低減や、国が推進するみどりの食料システム戦略への対応
として、さらなる取り組みを進めます。

日本一のジェラートを女性健診で提供
　鹿児島厚生連病院は８月からJA南さつま産の知覧紅茶などをふんだんに使ったジェ
ラートを人間ドックレディースデー（第２、第４水曜日）の食事で提供し始めました。女性受
診者を対象に３月まで提供します。
　日本ジェラート協会主催の第５回ジェラートマエストロコンテストで優勝した本多エリカ
さん（47）が経営する鹿児島市の洋菓子店「Ｓｗｅｅｔ Ｓｗｅｅｔｓ（スイートスイーツ）」が提供。
知覧紅茶の他、県産のマンゴーやドラゴンフルーツ、タンカンなどを使用し、香りや彩りよく
さっぱりした口当たりが好評です。
　この機会にぜひ健診と併せて、おいしいジェラートを食べてみてください。

農家のコスト削減を支援します農家のコスト削減を支援します

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

�

作づ
く

り
に
挑ち

ょ
う

戦せ
ん

　

８
月が

つ

６
日に

ち

、
県け

ん

立り
つ

加か

世せ

田だ

常じ
ょ
う

潤じ
ゅ
ん

高こ
う

校こ
う

で

ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
レ
ン

ド
ク
ラ
ブ
」
を
開か

い

催さ
い

し
ま
し
た
。
今こ

ん

年ね
ん

度ど

２
回か

い

目め

の
活か

つ

動ど
う

と
な
る
今こ

ん

回か
い

は
、
同ど

う

校こ
う

で

採と

れ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
使つ

か

っ
た
ジ
ャ
ム

作づ
く

り
に
挑

ち
ょ
う

戦せ
ん

し
ま
し
た
。

　

児じ

童ど
う

と
保ほ

護ご

者し
ゃ

ら
20
人に

ん

が
参さ

ん

加か

し
ま
し

た
。
同ど

う

校こ
う

の
西に

し

垂た
る

水み
ず

武た
け
し

教き
ょ
う

諭ゆ

の
指し

導ど
う

の

も
と
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分わ

か
れ
た
児じ

童ど
う

ら

は
、
鍋な

べ

で
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
材ざ

い

料り
ょ
う

を
入い

れ

て
、
焦こ

が
さ
な
い
よ
う
に
じ
っ
く
り
煮に

詰つ

め
、
ジ
ャ
ム
を
完か

ん

成せ
い

さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

完か
ん

成せ
い

し
た
ジ
ャ
ム
を
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に

丁て
い

寧ね
い

に
瓶び

ん

に
注そ

そ

ぎ
ま
し
た
。

　

参さ
ん

加か

し
た
杉す

ぎ

山や
ま

凛り
ん

香か

さ
ん
は
「
美お

味い

し

い
ジ
ャ
ム
を
楽た

の

し
く
作つ

く

る
こ
と
が
で
き
た
。

ジ
ャ
ム
を
ビ
ン
に
入い

れ
る
作さ

業ぎ
ょ
う

が
難む

ず
か

し

か
っ
た
。
家か

族ぞ
く

み
ん
な
で
食た

べ
た
い
」
と

話は
な

し
ま
し
た
。
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日本一のジェラートを女性健診で提供
　鹿児島厚生連病院は８月からJA南さつま産の知覧紅茶などをふんだんに使ったジェ
ラートを人間ドックレディースデー（第２、第４水曜日）の食事で提供し始めました。女性受
診者を対象に３月まで提供します。
　日本ジェラート協会主催の第５回ジェラートマエストロコンテストで優勝した本多エリカ
さん（47）が経営する鹿児島市の洋菓子店「Ｓｗｅｅｔ Ｓｗｅｅｔｓ（スイートスイーツ）」が提供。
知覧紅茶の他、県産のマンゴーやドラゴンフルーツ、タンカンなどを使用し、香りや彩りよく
さっぱりした口当たりが好評です。
　この機会にぜひ健診と併せて、おいしいジェラートを食べてみてください。

農家のコスト削減を支援します農家のコスト削減を支援します
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　松ヶ浦小学校の児童が、たまごから大切に
育てたウミガメの放流会に参加させてもらい
ました。手のひらから波に乗って海へ帰る姿を
見て、命の尊さを痛感するとともに、また元気
に浜へ帰ってきてほしいと思う機会でした。

（南九州市知覧町　Ｙ・Ｍさん）

　とても貴重な機会に参加できましたね！
　毎年、ウミガメの研究・観察や海岸の清
掃活動などに取り組んでいる松ヶ浦小学
校や地域住民の方々のおかげですね。

　新規就農者が９人もいらっしゃって、すご
くうれしいです。
　若い人々が地元を元気にしてくれるので、
今後の活躍を期待したいです。

（南九州市知覧町　Ｈ・Ｎさん）

　私たちＪＡとしても、農業に携わる仲間
が増えることは大変うれしい事です。とも
に地域農業を盛り上げていきたいです。

おたよりコーナー

このコーナーでは管内在住のお子様や、元気に明るく働く女性を掲載
いたします。自薦・他薦でもよろしいですので、ご希望の方は、総合
対策部　くらし広報課 TEL0993-58-7117 まで、ご連絡下さい。
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　仲良く遊ぶ夢珠ちゃんと誉玲くん

の姉弟です。好きな食べ物はぶどう

といちごで、最近はよくクッキーづ

くりや水遊びを楽しんでいます。

田
た

畑
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　夢
ゆ

珠
ず

ちゃん（５）

誉
ほ ま れ

玲くん     （３）

「子どもたちのビタミンスマイルに
� 毎日パワーをもらっています」

田畑　孔聖さん・里美さん

郵 便 は が き

8 9 7 0 3 0 263 円 切 手 を
貼って下さい。
又は JA窓口へ
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